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揮
し
て
、
自
由
に
応
募
さ
せ
て
い

る
。「

輝
き
交
流
」
と
い
っ
て
、
町

が
タ
イ
国
カ
セ
サ
ー
ド
大
学
付
属

高
校
と
交
流
し
て
い
る
の
で
、
本

校
も
加
わ
っ
て
い
る
。

加
計
高
校
芸
北
分
校
と
の
交
流

（
同
校
も
中
高
一
貫
教
育
実
践
校

で
あ
る
）
は
、
夏
は
瀬
戸
田
で
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
冬
は
芸
北
で
ス

キ
ー
交
流
。

発
起
人
を
代
表
し
て
、
因
島
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
村
井
圭
一
会
長
が
、
会

議
に
賛
同
い
た
だ
い
た
各
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
感
謝
を
述
べ
、

「
ひ
と
つ
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
同
じ
地
域
で
同
じ
課
題
を
抱

え
た
高
校
が
集
ま
っ
て
、
こ
の

島
々
の
未
来
を
た
く
す
子
ど
も
達

の
た
め
に
、
島
の
教
育
を
守
る
た

め
に
も
、
手
を
携
え
よ
う
。」
続

い
て
因
島
高
校
桶
東
愛
生
校
長

が
、「
芸
予
諸
島
は
、
村
上
水
軍

の
兵
が
活
躍
し
た
地
域
で
あ
り
、

大
山
祇
神
社
を
氏
神
と
し
て
一
致

協
力
し
た
。
そ
の
精
神
で
、
協
力

し
て
生
き
残
り
の
道
を
探
ろ
う
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、

村
上
和
弘
因
島
市
長
が
、

「
地
域
が
発
展
す
る
に

は
、
人
づ
く
り
が
必
要

で
、
人
づ
く
り
は
教
育

か
ら
で
あ
る
。」
と
挨
拶
、

続
い
て
宮
地
康
福
教
育

長
が
、「
広
島
県
も
教
育

改
革
を
進
め
て
い
る
が
、

愛
媛
県
と
く
ら
べ
る
と

遠
回
り
し
て
い
る
が
、

早
く
仲
間
入
り
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

会
議
の
「
第
一
部
」
基
調
報
告

と
し
て
、
各
校
の
取
り
組
み
・
現

状
報
告
が
あ
り
、「
第
二
部
」
は

活
発
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ

れ
、
今
後
も
交
流
の
場
を
開
く
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
比
治
山
大
学
短
期
大

学
部
　
山
田
知
子
助
教
授
か
ら

「
地
域
に
照
ら
し
あ
わ
せ
た
郷
土

学
習
が
必
要
。
自
校
で
し
か
学
べ

な
い
も
の
は
何
か
を
探
し
出
す
こ

と
。」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
島
の
教
育
の
再
生
を
研
究

指
導
）

会
議
終
了
後
、
瀬
戸
田
町
で
、

懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。
地
元
を

代
表
し
て
、
稲
角
利
郎
助
役
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、「
因

島
高
校
を
支
援
す
る
会
」
竹
中
啓

修
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
、

和
や
か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
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に
き
て
も
ら
っ
て
保
育
実
践
を
し

た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
子
ど
も
用

の
布
遊
具
な
ど
を
製
作
し
、
弓
削

町
文
化
展
へ
の
出
展
も
考
え
て
い

る
。部

活
動
は
熱
心
で
、
全
生
徒
の

九
割
が
活
躍
し
て
い
る
。
生
徒
の

学
習
態
度
も
よ
く
、
皆
勤
は
一
二

二
名
で
七
三
％
。
遅
刻
も
ほ
と
ん

ど
無
く
、
生
徒
は
落
ち
つ
い
て
い

る
。

し
、
そ
の
後
全
員
で
ク
ラ
ブ
活
動
。

三
年
の
就
職
対
象
者
は
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
実
施
。

中
学
の
保
護
者
は
「
ど
こ
の
大

学
に
入
っ
た
か
が
、
高
校
の
評
価
」

と
い
う
た
め
、
進
路
実
績
を
出
す

た
め
、
補
習
な
ど
力
を
い
れ
て
い

る
。「
生
徒
の
人
格
は
付
加
価
値

と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
い
の

か
。
社
会
に
出
て
、
将
来
島
を
背

負
っ
て
い
く
気
構
え
を
持
っ
た
子

に
育
て
た
い
。」

十
二
年
前
、
瀬
高
会
が
発
足
し
、

関
係
者
の
支
援
努
力
に
よ
り
、
よ

く
な
っ
て
き
た
。
小
中
高
一
貫
教

育
を
通
じ
て
生
口
島
の
子
を
十
二

年
間
ト
ー
タ
ル
で
育
て
よ
う
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

就
職
希
望
者
に
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
一
年
間
を
と

お
し
て
、
町
の
協
力
も
得
て
、
六

ヶ
所
の
事
業
所
に
分
か
れ
て
、
働

く
喜
び
を
経
験
さ
せ
て
い
る
。

特
色
あ
る
授
業
と
し
て
「
海
辺

活
動
」
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
の
資
格
取
得
。
瀬
高
オ
リ
ジ
ナ

ル
特
別
講
座
は
、「
釣
り
講
座
」

「
保
育
講
座
」「
太
鼓
講
座
」
を
、

年
三
回
、
町
の
補
助
も
頂
き
実
施

し
て
い
る
。
地
域
の
力
、
教
員
の

も
っ
て
い
る
授
業
以
外
の
力
を
発

三
年
前
、
中
学
生
の
島
外
へ
の

流
出
を
防
ぎ
魅
力
あ
る
因
島
高
校

を
め
ざ
す
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓

会
、
市
Ｐ
連
等
が
中
心
と
な
り
、

「
因
島
高
校
を
支
援
す
る
会
」
が

発
足
。
茶
髪
、
ま
ん
が
、
携
帯
電

話
、
化
粧
と
、
授
業
を
妨
げ
る
生

徒
が
お
り
、
み
ん
な
で
高
校
の
実

態
を
見
に
行
こ
う
と
、
小
中
高
の

一
斉
参
観
日
を
実
施
し
た
。
教
職

員
も
含
め
て
他
の
学
校
の
実
態
も

見
て
も
ら
い
連
携
を
深
め
、
学
ぶ

環
境
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
共

通
の
認
識
に
な
っ
て
き
た
。
学
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
差
別
に
つ
な
が

る
と
い
う
先
生
の
認
識
も
変
わ
っ

て
き
た
。

大
手
予
備
校
の
衛
星
放
送
を
利

用
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
土
曜
日
の

補
習
を
実
施
し
生
徒
に
好
評
。

市
か
ら
研
修
費
の
一
部
助
成
を

受
け
、
今
夏
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ブ
ラ
イ
ビ
ー
高
校
へ
海
外
語
学
研

修
を
実
施
す
る
。
市
の
代
表
と
し

て
い
く
こ
と
で
自
覚
を
持
た
せ
、

帰
国
後
は
発
表
の
場
を
設
け
た

い
。

支
援
す
る
会
が
設
立
し
て
、
ま

も
な
く
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地

域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、

卒
業
生
の
皆
様
の
力
強
い
応
援
が

あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
面
が
改

善
さ
れ
成
果
が
現
れ
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
子
供
達
を
責
任
を
持

っ
て
預
る
事
の
で
き
る
学
校
に
、

今
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

７月13日（土）因島市芸予情報文化センターにて、開催されました。島外への生徒流出に
悩む芸予諸島の高校６校（弓削、大三島、伯方、大島、瀬戸田、因島）の校長、ＰＴＡ
会長、ＰＴＡ役員ら約30人が集まり、広島県、愛媛県の県境を超えて、島の教育おこし
を話し合いました。

こ
の
夏
期
休
暇
も
、「
勉
強
合

宿
・
進
学
補
習
・
代
々
木
ゼ
ミ
サ

テ
ラ
イ
ン
講
座
・
海
外
語
学
研

修
」
等
実
施
さ
れ
ま
す
。

生
徒
指
導
に
関
し
て
も
、
茶
髮

は
い
な
く
な
り
、
制
服
・
ネ
ク
タ

イ
も
着
用
し
て
き
て
、
学
校
秩
序

や
授
業
規
律
が
で
き
て
き
た
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
一
部
生
徒
の
対

教
師
暴
言
や
指
導
無
視
な
ど
や
登

下
校
時
の
交
通
マ
ナ
ー
の
問
題
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

形
の
上
で
の
改
善
は
か
な
り
で

き
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
中
身
で

今
治
市
に
フ
エ
リ
ー
で
二
十
五

分
と
い
う
便
利
さ
か
ら
、
今
治
市

内
へ
通
学
す
る
生
徒
が
多
く
、
生

徒
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ク

ラ
ブ
活
動
も
か
つ
て
は
弓
道
部
が

全
盛
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
減
で
ク

ラ
ブ
も
厳
し
い
。
平
成
十
二
年
度

は
入
学
一
〇
名
と
存
続
の
危
機
に

た
っ
た
。
大
島
高
校
運
営
協
議
会

（
会
長
村
上
哲
司
吉
海
町
長
）
が

中
心
と
な
り
、「
高
校
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

新
入
生
確
保
に
奔
走
し
た
。
校
長

は
、
今
治
市
近
郊
な
ど
通
学
範
囲

内
の
中
学
へ
も
、「
少
人
数
ゆ
え

の
丁
寧
な
指
導
」
を
説
明
し
て
回

り
、
新
入
生
確
保
の
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
も
作
成
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
作
成
し
広
域
に
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、

吉
海
、
宮
窪
両
町
も
広
報
誌
、
有

す
。こ

の
中
身
の
問
題
と
し
て
、
先

日
、
因
島
の
中
学
校
、
高
校
で
の

教
科
書
不
使
用
問
題
が
中
国
新
聞

と
産
経
新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
大
変

由
々
し
き
問
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
教
育
の
中
身
に
つ

い
て
、
先
生
方
と
共
に
、
努
力
と

情
熱
を
傾
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。。

し
ま
な
み
各
校
は
、
島
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

因
島
高
校
に
お
い
て
も
今
後
も
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

島
の
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
き

た
が
、
近
年
入
学
者
減
・
定
員
割

れ
が
続
く
。
伯
方
は
造
船
海
運
の

町
で
経
済
的
な
豊
か
さ
も
あ
り
、

橋
開
通
以
前
か
ら
今
治
へ
下
宿
し

て
高
校
へ
通
う
生
徒
が
多
か
っ

た
。

い
か
に
島
に
と
ど
め
る
か

が
課
題
で
あ
り
、「
島
に
育
っ
て

こ
そ
、
郷
土
へ
の
愛
情
が
育
ち
、

島
を
想
う
子
が
育
つ
」
と
念
じ
て
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
高
校
を
目
指

し
て
地
道
に
努
力
し
て
い
る
。

伯
方
高
校
に
於
い
て
も
進
路
指

導
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
習
熟

度
授
業
な
ど
実
施
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
三
年
計
画

で
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
に

取
り
組
み
、「
ふ
る
さ
と
し
ま
な

み
再
発
見
」
と
い
う
こ
と
で
、
生

徒
に
地
域
の
事
業
所
や
施
設
を
体

験
さ
せ
て
、
学
校
で
は
教
え
ら
れ

な
い
も
の
を
学
ば
せ
る
。「
保
育

介
護
推
進
校
」
の
指
定
を
受
け
、

生
徒
全
員
に
年
六
回
か
ら
十
回
、

保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム
で
実
際
の

保
育
介
護
の
体
験
を
さ
せ
て
い
る

が
、
目
の
色
が
変
わ
っ
て
く
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
が
核
に
な
り
、
学

校
を
変
え
た
。（
詳
細
裏
面
）

先
生
の
平
均
年
齢
は
、
二
十
八．

六
歳
（
管
理
職
除
く
）。
新
任
の

教
師
も
多
く
、
ほ
ぼ
全
員
の
先
生

が
島
内
に
住
み
、
遅
く
ま
で
生
徒

の
学
習
や
部
活
動
の
指
導
を
し
て

い
る
。
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
地
元

に
溶
け
込
む
努
力
を
重
ね
て
お

り
、
先
生
の
人
柄
が
伝
わ
り
、
町

の
信
頼
を
増
し
て
い
る
。

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
と

し
て
、
公
徳
販
売
（
校
内
の
無
人

販
売
所
）
で
、
文
房
具
な
ど
を
販

売
し
て
い
る
が
、
金
銭
の
不
足
も

無
く
生
徒
へ
の
信
頼
は
高
い
。

ま
た
、
地
域
が
人
を
育
て
る
と

い
う
考
え
方
か
ら
、
夏
休
み
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
、
六
月
に
は

乳
幼
児
と
母
親
三
十
八
人
を
学
校

線
放
送
、
回
覧
版
等
を
利
用
し
て
、

高
校
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。
テ
レ
ビ

ズ
ー
ム
イ
ン
朝
に
よ
り
全
国
放
送

さ
れ
、「
東
京
、
名
古
屋
な
ど
、

都
会
の
喧
騒
の
中
よ
り
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
高
校
生
活
を
」
と
訴
え

た
。
諸
々
の
方
策
が
功
を
な
し
、

入
学
生
は
、
十
三
年
二
十
一
名
、

十
四
年
三
十
六
名
（
志
願
者
数
四

十
五
名
）
と
増
加
。

吉
海
、
宮
窪
両
町
は
、
地
域
社

会
の
発
展
を
担
う
大
島
高
校
入
学

生
に
一
人
十
万
円
祝
い
金
を
贈
呈

す
る
こ
と
と
し
た
。

大
三
島
は
大
三
島
町
、
上
浦
町

か
ら
な
り
、
農
業
中
心
で
あ
る
が
、

教
育
熱
心
で
い
い
高
校
に
進
学
さ

せ
た
い
と
い
う
願
い
は
強
く
、
橋

の
開
通
に
よ
り
今
治
へ
バ
ス
通
学

が
可
能
に
な
り
、
流
出
が
加
速
し

て
き
た
。

高
校
野
球
の
試
合
に
は
全
校
挙

げ
て
取
り
組
む
。
応
援
団
は
六
年

連
続
、
過
去
三
十
回
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
生
徒
も
誇
り
を
持

っ
て
い
る
。
応
援
団
は
各
ク
ラ
ス

か
ら
二
人
応
援
委
員
が
選
出
さ
れ

生
徒
が
自
主
的
に
や
っ
て
い
る
。

野
球
を
中
心
に
学
校
が
ま
と
ま

る
。
応
援
に
は
町
の
人
も
貸
切
バ

ス
で
参
加
し
一
体
と
な
る
。

愛
媛
県
総
体
に
は
、
全
生
徒
中

三
八
％
が
出
場
し
て
お
り
、
県
下

一
で
あ
る
。
小
さ
い
学
校
な
が
ら
、

ク
ラ
ブ
加
入
率
は
九
四
％
。
放
課

後
補
習
は
一
年
生
か
ら
全
員
参
加
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弓
削

生
徒
指
導
は
生
徒
指
導
課

長
が
提
案
し
ま
す
。
保
護
者
か
ら

苦
情
の
電
話
も
有
る
が
、
家
庭
訪

問
し
た
り
根
気
強
く
対
応
し
て
い

る
。
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
全
教

員
が
島
で
生
活
し
て
い
ま
す
か

ら
、
よ
く
目
が
行
き
届
き
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
標
と

し
て
い
る
が
、
先
生
方
の
同
僚
関

係
が
開
か
れ
て
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
生
徒
と
悩
み
を
話
し
た
り
、

身
だ
し
な
み
指
導
も
キ
チ
ン
と
し

て
ち
ょ
っ
と
一
人
で
も
見
逃
す
と

グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
に
な
り
ま
す
か

ら
、
全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
指
導

す
る
こ
と
で
す
。

大
島
Ｐ

登
下
校
の
生
徒
の
身
だ

し
な
み
で
世
間
の
人
は
判
断
す

る
。
生
徒
指
導
の
成
果
に
よ
り
だ

ん
だ
ん
良
く
な
り
、
町
の
人
の
評

価
も
上
が
っ
て
き
た
。

地
元
に
い
な
が
ら
、
高
校
に
関

心
が
な
か
っ
た
。
我
が
子
が
入
学

し
て
、
先
生
方
が
懇
切
丁
寧
に
指

導
し
て
く
れ
る
の
に
気
づ
い
た
。

中
学
生
の
保
護
者
に
い
か
に
理
解

し
て
も
ら
う
か
、「
今
治
の
高
校

に
行
っ
た
ら
い
い
。」
と
い
う
親

の
意
識
を
変
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。

瀬
戸
田
Ｐ

親
が
学
校
に
行
く
機
会
を
作
ろ

う
と
考
え
て
、
文
化
祭
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ラ
ス
を
し
た
。
学
校
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
の
人
た
ち
が
、
翌
年
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
に
な
っ
て
く
れ
た
。

大
島

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
島
四

国
八
十
八
寺
の
お
遍
路
さ
ん
に
男

女
の
生
徒
が
水
羊
羹
を
五
〇
〇
程

つ
く
っ
て
提
供
し
て
い
る
な
ど
、

伝
統
を
守
る
努
力
を
し
て
い
る
こ

と
が
、
町
民
に
理
解
を
得
て
い
る
。

大
島
の
バ
ラ
祭
の
掃
除
を
依
頼
さ

れ
て
出
か
け
た
り
、
保
育
園
夏
祭

り
に
行
っ
て
、
保
育
園
児
の
世
話

を
し
て
い
る
が
、
地
域
か
ら
手
伝

っ
て
く
れ
と
い
う
声
が
か
か
り
出

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
う
れ
し
い

こ
と
で
あ
り
、
自
分
た
ち
も
貢
献

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

瀬
戸
田
Ｐ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
生
徒
が
地
域
の
事
業
所
で
勉
強

し
て
い
る
が
、
地
域
に
必
要
な
産

業
を
子
供
達
が
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
。
地
域
の
よ
さ
を
学
習
し

て
い
こ
う
と
い
う
心
を
感
じ
て
嬉

し
い
。

弓
削
Ｐ

島
を
ゆ
っ
く
り
見
な
お

し
て
、
島
の
よ
さ
を
生
か
し
た
教

育
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
も
巻
き
込

ん
で
進
め
て
い
き
た
い
。

瀬
戸
田
Ｐ

瀬
戸
田
も
昔
は
、
離

島
だ
っ
た
。
今
、
橋
で
つ
な
が
っ

て
、
本
土
に
ス
ト
ロ
ー
効
果
で
吸

い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
弓
削
高
は
、

い
い
意
味
で
離
島
で
、
羨
ま
し
い
。

伯
方

町
広
報
を
積
極
的
に
利

用
。
野
球
部
、
俳
句
部
な
ど
を
町

広
報
に
は
、
今
ま
で
毎
号
ニ
ュ
ー

ス
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
今
年
度
か
ら
、
一
ペ
ー
ジ

15
の
う
ち
９
三
振
と
り
、
葦
陽
打

線
を
沈
黙
さ
せ
た
。

二
回
戦
は
五
回
に
３
長
短
打
な

ど
で
七
点
を
奪
い
、
試
合
を
決
め

た
。三

回
戦
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
部
員

達
を
励
ま
そ
う
と
、
村
井
圭
一
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
は
、
土
生
中
に
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
出
場

を
頼
み
込
ん
だ
。

半
日
の
急
練
習
な

が
ら
、
女
子
部
員

七
名
は
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
や
サ
ク
ソ

ホ
ン
を
吹
き
鳴
ら

し
、
応
援
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
。

藤
原
邦
雄
野
球

部
保
護
者
会
長

は
、「
去
年
ま
で
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大
三
島

中
学
・
小
学
生
は
年
々

減
少
し
て
い
る
為
、
高
校
生
の
生

徒
確
保
が
厳
し
く
な
る
。
今
治
へ

進
学
す
る
者
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た

め
、
学
力
向
上
に
早
朝
、
放
課
後

ま
で
個
別
指
導
し
て
い
る
。
大
三

島
、
上
浦
両
町
に
お
願
い
し
て
、

「
教
育
振
興
会
」
を
つ
く
り
、
上

位
者
の
基
準
得
点
を
超
え
た
生
徒

に
授
業
料
相
当
額
を
補
助
し
て
い

た
だ
く
制
度
が
で
き
た
。
二
、
三

年
生
に
も
、
学
年
末
試
験
の
上
位

者
に
授
業
料
免
除
す
る
こ
と
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
全
校
生
徒
の
約
一

割
が
、
支
給
さ
れ
て
い
る
。（
支

給
は
一
年
単
位
）
生
徒
の
励
み
に

な
れ
ば
と
、
感
謝
し
て
い
る
。

大
三
島
Ｐ

高
校
は
県
立
で
義
務

教
育
で
も
な
い
た
め
、
町
が
ど
こ

ま
で
関
与
す
る
か
難
し
い
が
、
高

校
を
支
援
す
る
た
め
地
元
で
補

い
、
島
の
意
欲
あ
る
生
徒
を
十
分

育
て
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
。

因
島

因
島
で
は
、
今
年
、
特
別

進
学
ク
ラ
ス
を
設
け
た
。
以
前
、

生
名
中
か
ら
因
島
高
に
入
学
生
が

い
た
が
、
今
は
弓
削
高
が
い
い
と

聞
き
ま
す
が
。

弓
削

進
学
希
望
者
ク
ラ
ス
に
し

て
、
早
朝
、
放
課
後
の
補
習
を
し

て
い
る
。
生
徒
に
個
別
指
導
が
好

評
。
授
業
で
ま
か
な
え
な
い
科
目

の
理
解
に
役
立
っ
て
い
る
。

瀬
戸
田

中
高
の
公
開
授
業
は
、

か
な
り
以
前
か
ら
取
り
入
れ
て
お

り
、
お
互
い
の
公
開
授
業
に
参
加

し
研
修
に
努
め
て
い
る
。
特
に
中

学
校
の
先
生
は
卒
業
生
に
声
を
掛

け
た
り
、
指
導
す
る
な
ど
積
極
的

に
生
徒
に
接
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
小
中
高
連
携
モ
デ

ル
支
援
事
業
（
三
年
間
）
の
指
定

を
受
け
、
小
学
校
と
の
連
携
に
ま

で
広
げ
た
。
生
徒
の
中
に
、
保
、

幼
、
小
の
教
員
を
希
望
す
る
生
徒

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
行
っ

て
、
授
業
を
参
観
し
た
り
、
仕
事

の
内
容
を
伺
っ
た
り
し
て
い
る
。

（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
Ⅰ
）
の
授
業
の

中
で
実
施
し
て
い
る
。

瀬
戸
田
の
こ
ど
も
を
十
二
年
間

ト
ー
タ
ル
な
教
育
の
中
で
育
て
よ

う
と
模
索
し
て
い
る
。

因
島

広
島
県
教
育
委
員
会
が
今

年
か
ら
、
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
を
義

務
付
け
た
。
因
島
高
校
で
は
、
制

作
費
の
予
算
が
無
い
の
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
協
力
し
て
も
ら
い
発
行
。
全

生
徒
を
通
じ
て
保
護
者
に
配
布
し

た
。

大
三
島

夏
休
み
に
学
校
見
学
会

を
実
施
し
、
中
学
生
に
「
体
験
学

習
」
を
さ
せ
る
。
中
学
の
先
生
に

実
態
を
み
て
も
ら
い
、「
し
っ
か

り
し
て
い
る
な
。」
と
大
三
島
高

校
の
生
徒
を
み
て
も
ら
う
。

因
島
Ｐ

愛
媛
県
側
の
高
校
を
訪

問
し
て
、
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
た
。

よ
り
よ
い
高
校
づ
く
り
の
範
と
し

た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
学
校
が
再

生
し
た
と
か
、
活
性
化
し
た
と
聞

き
ま
す
が
。

伯
方

数
年
前
は
、
学
校
が
荒
れ

て
い
た
。
グ
ラ
ン
ド
も
草
ぼ
う
ぼ

う
で
あ
っ
た
。
野
球
部
の
監
督
を

迎
え
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
監

督
の
人
柄
が
生
徒
の
心
に
浸
透
し

た
。
野
球
部
の
生
徒
は
、
奉
仕
活

動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
学
校
前
の
町
の
花
壇
を
手
入

れ
し
た
り
、
文
化
祭
で
は
、
も
ち

を
つ
い
て
老
人
会
に
配
っ
た
り
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
全
校
生
徒
に

よ
い
影
響
を
与
え
、
問
題
行
動
の

生
徒
も
い
な
く
な
っ
た
。
今
や
近

隣
の
島
か
ら
伯
方
高
で
野
球
を
し

た
い
と
い
う
入
学
希
望
者
が
増
え

て
き
た
。

ク
ラ
ブ
は
、
技
術
よ
り
人
間
性

を
大
事
に
し
て
い
る
。
勝
つ
こ
と

も
大
事
だ
が
、
教
育
的
指
導
が
あ

り
が
た
い
。
運
動
部
の
顧
問
と
し

て
大
切
な
こ
と
。
私
は
、
二
日
に

一
回
は
教
室
を
廻
っ
て
い
る
が
、

学
校
の
元
気
の
核
に
な
っ
て
く
れ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

伯
方
Ｐ

中
学
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

し
て
い
た
新
入
生
の
希
望
で
、
校

長
に
相
談
し
て
同
好
会
が
発
足
し

た
が
、
体
育
館
は
他
の
ク
ラ
ブ
で

い
っ
ぱ
い
。
町
も
体
育
館
を
優
先

的
に
利
用
さ
せ
る
な
ど
物
心
両
面

で
支
援
し
て
い
る
。

因
島
Ｐ

生
徒
の
交
流
も
深
め
た

ら
、
た
と
え
ば
文
化
祭
へ
行
っ
た

り
来
た
り
、
特
別
参
加
し
た
り
、

よ
そ
の
い
い
と
こ
ろ
も
見
て
、
参

考
に
し
た
ら
い
い
。
野
球
の
リ
ー

グ
戦
を
し
た
り
、
大
三
島
の
村
上

三
島
先
生
が
有
名
で
す
が
、
大
三

島
で
書
道
ク
ラ
ブ
の
大
会
を
開
い

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
域
内
の

文
化
を
一
校
だ
け
で
な
く
、
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
発
信
し
た
い
。

今
年
の
野
球
部

は
よ
く
健
闘
し
た
。

一
回
戦
は
、
葦

陽
に
コ
ー
ル
ド
勝

ち
。
一
回
裏
、
打

線
爆
発
、
一
挙
10

点
。
エ
ー
ス
三
島

浩
太
は
、
ア
ウ
ト

の
10
人
く
ら
い
の
応
援
で
は
、
点

差
が
開
い
た
ら
そ
の
ま
ま
流
れ
て

し
ま
う
。
今
回
、
九
回
裏
、
二
点

返
す
元
気
が
出
た
の
は
、
応
援
や

土
生
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
お
か

げ
。」
と
感
謝
し
て
い
た
。

「
伯
方
高
校
の
ペ
ー
ジ
」
を
任
せ

て
く
れ
た
。
生
徒
会
が
自
主
的
に

取
材
編
集
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

大
島

非
常
に
快
く
引
き
受
け
て

頂
い
て
い
る
。
吉
海
町
の
五
月
町

広
報
は
、
大
島
高
校
特
集
。
一
面

に
新
入
生
全
員
を
載
せ
、
島
四
国

の
接
待
の
様
子
を
取
材
し
て
も
ら

っ
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
言
っ
て
下

さ
い
と
声
を
か
け
て
く
れ
、
原
稿

が
ボ
ツ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

因
島
高
支
援
す
る
会
会
長

因
島

高
校
を
支
援
す
る
会
を
発
足
し
活

動
し
て
い
る
が
、
会
報
を
発
行
し
、

市
の
協
力
に
よ
り
全
戸
配
布
し
て

お
り
、
市
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て

き
た
。
一
部
の
人
は
本
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
に
苦
言
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
高
校
や
教
育
に
対
す
る
気
持

ち
の
現
わ
れ
と
思
う
。

大
三
島
Ｐ

私
が
通
学
し
て
い
た

頃
は
、
一
学
年
二
〇
〇
人
く
ら
い

い
て
今
の
因
島
高
校
く
ら
い
だ
。

そ
の
頃
か
ら
考
え
て
お
れ
ば
少
し

は
事
情
が
か
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
。
因
島
高
校
は
ち
ょ
う
ど
い
い

頃
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
健
闘
を

祈
り
ま
す
。

弓
削
Ｐ

経
済
圏
の
影
響
は
因
島

が
ほ
と
ん
ど
な
の
に
、
教
育
は
愛

媛
県
ば
か
り
見
て
い
た
。
今
回
の

会
議
を
機
に
同
じ
地
域
と
し
て
協

議
協
力
す
る
な
ど
、
広
い
視
野
で

も
の
を
見
て
み
た
い
。

瀬
戸
田
Ｐ

こ
の
会
が
継
続
し
て

で
き
る
体
制
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

因
島
Ｐ

地
域
の
子
を
育
て
る
に

は
、
そ
の
地
域
に
学
校
が
な
い
と

い
け
な
い
。
小
規
模
校
は
統
合
せ

よ
と
い
う
の
で
な
く
、
教
育
予
算

は
ケ
チ
ら
ず
に
将
来
を
担
う
子
を

育
て
る
学
校
は
残
さ
な
い
と
、
地

域
は
発
展
し
な
い
と
思
う
。
今
後

も
島
の
高
校
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
「
井
の
中
の
蛙
大

海
を
知
ら
ず
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ

る
。
因
島
高
校
も
、

中
学
卒
業
生
の
島
外

流
出
が
激
し
い
が
、

し
ま
な
み
海
道
の
高

校
を
訪
ね
、
話
を
聞

く
と
、
も
っ
と
厳
し

い
状
況
だ
。
先
生
方
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

町
民
も
「
高
校
は
島
の
シ
ン
ボ
ル
」

と
必
死
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
各

校
の
取
り
組
み
の
中
に
は
、
因
島

高
校
の
生
き
残
り
へ
の
参
考
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。

●
高
校
野
球
、
因
島
高
校
の
球
児

は
よ
く
が
ん
ば
っ
た
。

愛
媛
県
の
高
校
は
、
学
校
挙
げ

て
学
校
行
事
と
し
て
応
援
に
行

き
、
楽
器
が
鳴
り
、
声
援
が
飛
び

交
い
、
野
球
を
中
心
に
学
校
の
和

が
出
来
る
と
言
う
。

因
島
高
校
も
、
二
つ
の
高
校
が

統
合
さ
れ
て
新
し
い
学
校
の
和
を

創
造
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
吹

奏
楽
部
の
友
情
演
奏
や
、
応
援
団

の
参
加
等
が
あ
れ
ば
生
徒
達
に
限

り
な
い
力
を
奮
い
立
た
せ
、
参
加

者
を
中
心
に
愛
校
心
や
郷
土
愛
も

育
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
ま
な
み
海
道�

　
　
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会
議�

三
回
戦�

庄
原
格
致
高
校�

因
島
高
校�

二
回
戦�

油
木
高
校�

因
島
高
校�

一
回
戦�

葦
陽
高
校�

（
し
ま
な
み
球
場
）�

（
三
次
市
営
球
場
）�

因
島
高
校�

（
三
原
市
民
球
場
）�
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